
平成27年１月16日 

各 位 

会 社 名 株式会社京王ズホールディングス 

代 表 者 名 代表取締役社長 長野 成晃 

（コード：3731 東証マザーズ） 

問い合せ先 人 事 法 務 部  法 務 広 報 課 

（ T E L： 0 2 2 - 7 2 2 - 0 3 3 3） 

（訂正）「平成 24年 10 月期 第３四半期決算短信〔日本基準〕（連結）」の 

一部訂正に関するお知らせ 

当社は、本日付「有価証券報告書等の訂正報告書および平成 27年３月期第４四半期報告

書の提出ならびに過年度決算短信等に関するお知らせ」においてお知らせいたしましたと

おり、社内調査委員会による調査の結果、当社における不適切な取引および訂正の対象と

なり得る会計処理が判明したことを受けて、決算短信等の訂正を行いましたので、下記の

とおりお知らせいたします。 

なお、最初に訂正箇所の主な内容を記載したうえで、訂正後の全文を添付して該当箇所

下線を付して表示するとともに、参考として訂正前の全文を添付しております。 

今般、不適切な会計処理を未然に防止できず、株主様、投資家様及び関係者の皆様には、

多大なるご迷惑とご心配をおかけいたしますことを深くお詫び申し上げます。 

記 

１．訂正を行う決算短信等 

  決算短信等の名称 平成 24年第３四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

  決算短信等の公表日 平成 24年９月 13日 

２．訂正の主な内容等 

訂正前 訂正後 影響額 

平成 24年 10月期 

(第 20期)第３四半期 

売上高 10,363 10,363 ― 

営業利益 328 346 17 

経常利益 299 316 17 

当期純利益 246 249 ２ 

総資産 5,374 5,364 △10 

純資産 2,342 2,334 △７ 

以上 



四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無 
四半期決算説明会開催の有無    ： 有 

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無 

平成24年10月期 第３四半期決算短信〔日本基準〕(連結)
平成24年9月13日

上 場 会 社 名 株式会社京王ズホールディングス 上場取引所 東

コ ー ド 番 号 3731 URL http://www.keiozu.co.jp 

代  表 者 (役職名)代表取締役社長 (氏名)横江 実 
問合せ先責任者 (役職名)社長室室長 (氏名)石原 瑞樹 (TEL)022-722-0333 

四半期報告書提出予定日 平成24年9月13日 

(百万円未満切捨て)

１．平成24年10月期第３四半期の連結業績（平成23年11月1日～平成24年7月31日）

（１）連結経営成績(累計) 

(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

24年10月期第３四半期 10,363 2.9 346 7.1 316 34.6 249 △5.8 
23年10月期第３四半期 10,067 16.7 323 △9.7 235 △9.8 264 △0.2 

(注) 包括利益 24年10月期第３四半期 248百万円(△6.9％)   23年10月期第３四半期 267百万円(―％)

１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 

四半期純利益 
円 銭 円 銭 

24年10月期第３四半期 4,532 53 ―  
23年10月期第３四半期 4,810 15 4,797 97 

（２）連結財政状態 

総資産 純資産 自己資本比率 

百万円 百万円 ％ 

24年10月期第３四半期 5,364 2,334 43.5 
23年10月期 6,284 2,113 33.6 

(参考) 自己資本 24年10月期第３四半期 2,331百万円 23年10月期 2,109百万円

２．配当の状況

年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

23年10月期 ― 0 00 ― 500 00 500 00 

24年10月期 ― 0 00 ― 

 24年10月期(予想) 500 00 500 00 

３．平成24年10月期の連結業績予想（平成23年11月1日～平成24年10月31日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 14,000 1.6 500 8.4 455 66.6 435 103.4 7,914 70 



  

  

  

  

  

  

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決

算短信の開示時点において、四半期連結財務諸表に対する四半期レビュー手続は終了しております。 

  

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理

的であると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありま

せん。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる

条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「連結業績予想に関

する定性的情報」をご覧ください。 

  

※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無 

  (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) 

  新規   社 (社名)          、除外   社 (社名) 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 
 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無 

② ①以外の会計方針の変更 ： 無 

③ 会計上の見積りの変更 ： 無 

④ 修正再表示 ： 無 
 

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 24年10月期３Ｑ 56,146株 23年10月期 56,146株 

② 期末自己株式数 24年10月期３Ｑ 1,185株 23年10月期 1,185株 

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年10月期３Ｑ 54,961株 23年10月期３Ｑ 54,961株 
 

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響から徐々に抜け出しつつある

ものの、原発問題の長期化や円高の進行、国際経済への懸念など先行きは依然不透明な状況が続いてお

ります。 

そのような状況のなか、全社的な体制の強化及び積極的な営業活動を行った結果、当社グループの売

上高は10,363百万円（前年同期比2.9％増）、営業利益は346百万円（前年同期比7.1％増）、経常利益

は316百万円（前年同期比34.6％増）と着実に増加いたしました。四半期純利益につきましては、第１

四半期に行いました法人税率等の変更による繰延税金資産の取崩し78百万円があったものの、営業努力

等により、四半期純利益249百万円（前年同期比5.8％減）と当初予想水準まで回復することができまし

た。 

  

セグメント別の業績は以下のとおりです。 

① 移動体通信店舗事業 

  
移動体通信店舗事業におきましては、スマートフォンの拡販を中心にデータ通信端末等の販売に注力

し、積極的な営業活動を展開するとともに、被災地企業として新卒者22名を積極的に採用いたしまし

た。結果、売上高は9,811百万円（前年同期比2.3％増）、セグメント利益は429百万円（前年同期比

7.6％減）となりました。 

 なお、７月には福島県のモバイルキング ラパークいわき店を新規に出店し、宮城県のソフトバンク

柳生店を移転リニューアルしております。 

  
② テレマーケティング事業 

  

テレマーケティング事業におきましては、安定的な収益を確保しつつ、人員の拡大・育成を進めてお

り、売上高は376百万円（前年同期比56.8％増）、セグメント利益は98百万円（前年同期比122.7％増）

となっております。 

 また、被災地企業として新卒者を仙台のコールセンターで26名採用し、今後も積極的に採用を進めま

いります。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報

（連結経営成績サマリー）   （百万円未満切捨て） 

  平成23年10月期 
第３四半期 

平成24年10月期 
第３四半期 

増減額 増減率 

売上高 10,067百万円 10,363百万円 296百万円 2.9％ 

営業利益 323百万円 346百万円 22百万円 7.1％ 

経常利益 235百万円 316百万円 81百万円 34.6％ 

四半期純利益 264百万円 249百万円 △15百万円 △5.8％ 

１株当たり四半期純利益 4,810.15円 4,532.53円 △277.62円 △5.8％ 
 

・売上高 9,811百万円 （前年同期比2.3％増） 

・セグメント利益 429百万円 （前年同期比7.6％減） 
 

・売上高 376百万円 （前年同期比56.8％増） 

・セグメント利益 98百万円 （前年同期比122.7％増） 
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③ 不動産賃貸事業 

  

不動産賃貸事業におきましては、震災の後、主要施設におきまして安全確認のために一部営業を見合

わせているため、売上高は11百万円（前年同期比78.8％減）、セグメント損失は２百万円（前年同期は

３百万円のセグメント利益）となっております。 

  

④ その他 

  

震災の影響もあり、通信回線サービス契約受付事業およびソーシャルアプリ事業につきましては営業

を休止しておりますが、医療・介護事業において介護予防通所介護施設を運営しております。その結

果、売上高は165百万円（前年同期比10.1％減）、セグメント損失56百万円（前年同期は90百万円のセ

グメント損失）となっておりますが、これは当初計画の範囲であります。 

 また、５月には宮城県において医療・介護事業における第４号施設のライフクオリティ長町を、９月

には第５号施設のライフクオリティ若林を開所いたしました。 

  

  
当第３四半期連結会計期間末における資産の状況は、前連結会計年度末と比較して、流動資産は799

百万円減少し2,020百万円、固定資産は120百万円減少し3,343百万円となりました。これは主に借入金

の返済に伴う現金及び預金459百万円の減少、売掛金326百万円の減少によるものであります。その結

果、総資産額は919百万円減少し、5,364百万円となりました。 

負債の状況は、流動負債は774百万円減少し2,271百万円、固定負債は366百万円減少し758百万円とな

りました。これは主に買掛金306百万円の減少並びに借入金及び社債の合計654百万円の減少によるもの

であります。その結果、負債総額は1,141百万円減少し、3,029百万円となりました。 

純資産の状況は、221百万円増加し2,334百万円となりました。これは配当金の支払27百万円及び四半

期純利益249百万円の計上によるものであります。 

  

連結業績予想につきましては、平成23年12月26日に公表いたしました通期連結業績予想を据え置いて

おります。業績予想の修正が必要な場合は速やかに開示いたします。 

・売上高 11百万円 （前年同期比78.8％減） 

・セグメント損失 △2百万円 （前年同期比 ― ） 
 

・売上高 165百万円 （前年同期比10.1％減） 

・セグメント損失 △56百万円 （前年同期比 ― ） 
 

（２）連結財政状態に関する定性的情報

  （百万円未満切捨て） 

  平成23年10月期末 
(平成23年10月31日) 

平成24年10月期 
第３四半期末 

(平成23年７月31日) 

増減額 

資産合計 6,284百万円 5,364百万円 △919百万円 

負債合計 4,170百万円 3,029百万円 △1,141百万円 

純資産合計 2,113百万円 2,334百万円 221百万円 

自己資本比率 33.6％ 43.5％ 9.9 point 

１株当たり純資産 38,382.79円 42,421.58円 4,038.79円 
 

（３）連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用） 

第１四半期連結会計期間の期首以降に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上

の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上

の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月

４日）を適用しております。 

  
（法人税率の変更等による影響） 

「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための所得税法等の一部を改正する法律」

（平成23年法律第114号）及び「東日本大震災からの復興のための施策を実施するために必要な財源

の確保に関する特別措置法」（平成23年法律第117号）が、平成23年12月２日に公布され、平成24年

４月１日以降に開始する事業年度から法人税率の引下げ及び復興特別法人税の課税が行われることと

なりました。 

これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用される法定実効税率は、従来の40.63％

から平成24年11月１日に開始する事業年度から平成26年11月１日に開始する事業年度に解消が見込ま

れる一時差異については37.96％に、平成27年11月１日に開始する事業年度以降に解消が見込まれる

一時差異については35.59％となります。また、欠損金の繰越控除制度は平成24年４月１日以降に開

始する連結会計年度から繰越控除前の所得の金額の100分の80相当額が控除限度額となります。この

税率変更及び欠損金の繰越控除制度変更により、繰延税金資産の金額が78,825千円減少し、費用計上

された法人税等調整額の金額が78,825千円増加しております。 

  

該当事項はありません。 

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（４）追加情報

３．継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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４．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

        前連結会計年度 
(平成23年10月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成24年７月31日) 

資産の部     
  流動資産     

    現金及び預金 820,119 360,521
    売掛金 1,482,277 1,156,232

    商品及び製品 318,613 313,260
    その他 202,979 193,000

    貸倒引当金 △3,966 △2,511

    流動資産合計 2,820,023 2,020,502

  固定資産     
    有形固定資産     

      土地 617,803 617,803
      その他（純額） 356,677 378,613

      有形固定資産合計 974,480 996,417

    無形固定資産     

      のれん 1,718,874 1,632,930

      その他 43,496 34,589

      無形固定資産合計 1,762,370 1,667,520

    投資その他の資産     

      役員及び役員保有会社に対する金銭債権 638,818 －
      株主及び株主保有会社に対する金銭債権 － 640,520

      その他 629,974 554,570

      貸倒引当金 △541,379 △515,210

      投資その他の資産合計 727,414 679,879

    固定資産合計 3,464,265 3,343,817

  資産合計 6,284,289 5,364,320
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(単位：千円)

      前連結会計年度 
(平成23年10月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成24年７月31日) 

負債の部     
  流動負債     

    買掛金 1,239,079 932,584
    短期借入金 280,000 136,000

    1年内返済予定の長期借入金 580,004 469,668
    1年内償還予定の社債 50,000 30,000

    未払法人税等 59,386 67,346
    賞与引当金 45,020 25,010

    役員賞与引当金 15,000 1,971
    災害損失引当金 16,500 16,500

    不正関連損失引当金 72,260 －

    その他 688,716 592,517

    流動負債合計 3,045,968 2,271,599

  固定負債     
    社債 125,000 45,000
    長期借入金 981,125 681,129

    その他 18,866 32,015

    固定負債合計 1,124,991 758,145

  負債合計 4,170,959 3,029,744

純資産の部     

  株主資本     
    資本金 1,199,086 1,199,086

    資本剰余金 822,760 822,760
    利益剰余金 98,248 319,880

    自己株式 △9,798 △9,798

    株主資本合計 2,110,296 2,331,928

  その他の包括利益累計額     
    その他有価証券評価差額金 △739 △396

    その他の包括利益累計額合計 △739 △396

  新株予約権 1,249 1,249

  少数株主持分 2,523 1,794

  純資産合計 2,113,329 2,334,576

負債純資産合計 6,284,289 5,364,320
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書
第３四半期連結累計期間

(単位：千円)

    
前第３四半期連結累計期間 

(自 平成22年11月１日 
 至 平成23年７月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年11月１日 

 至 平成24年７月31日) 

売上高 10,067,439 10,363,527

売上原価 8,362,747 8,512,044

売上総利益 1,704,692 1,851,482

販売費及び一般管理費 1,380,908 1,504,839

営業利益 323,783 346,643

営業外収益     
  受取利息 1,891 534

  震災支援金 22,987 －

  貸倒引当金戻入額 － 27,622

  その他 2,751 10,599

  営業外収益合計 27,630 38,756

営業外費用     

  支払利息 40,066 31,670
  貸倒引当金繰入額 53,529 －

  その他 22,226 36,740

  営業外費用合計 115,822 68,411

経常利益 235,592 316,988

特別利益     
  不正関連損失引当金戻入額 － 24,353
  受取補償金 － 24,157

  その他 － 4,721

  特別利益合計 － 53,232

特別損失     
  固定資産除却損 1,092 9,235

  減損損失 － 1,727

  資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 15,420 －

  災害による損失 47,776 －
  不正関連損失引当金繰入額 105,961 －

  和解金 － 1,605

  不明支出金損失 － 15,161

  その他 8,000 －

  特別損失合計 178,250 27,728

税金等調整前四半期純利益 57,342 342,492

法人税、住民税及び事業税 26,810 15,283

法人税等調整額 △237,112 78,825

法人税等合計 △210,302 94,109

少数株主損益調整前四半期純利益 267,644 248,383

少数株主利益又は少数株主損失（△） 3,274 △729

四半期純利益 264,370 249,112
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間
(単位：千円)

    
前第３四半期連結累計期間 

(自 平成22年11月１日 
 至 平成23年７月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年11月１日 

 至 平成24年７月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 267,644 248,383

その他の包括利益     

  その他有価証券評価差額金 △383 343

  その他の包括利益合計 △383 343

四半期包括利益 267,261 248,726

（内訳）     

  親会社株主に係る四半期包括利益 263,986 249,456

  少数株主に係る四半期包括利益 3,274 △729
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該当事項はありません。 

  

 １.前第３四半期連結累計期間（自 平成22年11月１日 至 平成23年７月31日）  

（単位：千円）

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、医療・介護事業、ソ

ーシャルアプリ事業及び通信回線サービス契約受付事業を含んでおります。 

２．セグメント利益又は損失(△)の調整額△98,405千円には、セグメント間取引消去△1,049千円、

各報告セグメントに配分していない全社費用△97,356千円が含まれております。全社費用は、主

に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  
 ２．当第３四半期連結累計期間（自 平成23年11月１日 至 平成24年７月31日） 

（単位：千円）

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、医療・介護事業を含

んでおります。 

２．セグメント利益又は損失(△)の調整額△121,848千円には、セグメント間取引消去△171千円、各

報告セグメントに配分していない全社費用△121,677千円が含まれております。全社費用は、主

に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

該当事項はありません。 

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報等

  

報告セグメント 
その他 
(注１) 

合計 
調整額 
(注２) 

四半期連結
損益計算書

計上額 
(注３) 

移動体通信
店舗事業 

テレマーケ 
ティング 

事業 

不動産賃貸
事業 

計 

売上高                 

外部顧客への 
売上高 

9,591,820 239,935 52,116 9,883,872 183,566 10,067,439 ― 10,067,439 

セグメント間 
の内部売上高 

― ― 1,049 1,049 ― 1,049 △1,049 ― 

計 9,591,820 239,935 53,165 9,884,921 183,566 10,068,488 △1,049 10,067,439 

セグメント利益
又は損失（△） 

465,553 44,085 3,137 512,776 △90,586 422,189 △98,405 323,783 
 

  

報告セグメント 
その他 
(注１) 

合計 
調整額 
(注)２ 

四半期連結
損益計算書

計上額 
(注)３ 

移動体通信
店舗事業 

テレマーケ
ティング 

事業 

不動産賃貸
事業 

計 

売上高                 

外部顧客へ
の売上高 

9,811,122 376,313 11,052 10,198,488 165,038 10,363,527 ― 10,363,527 

セグメント
間の内部売
上高 

― ― ― ― 171 171 △171 ― 

計 9,811,122 376,313 11,052 10,198,488 165,209 10,363,698 △171 10,363,527 

セグメント利
益 又 は 損 失
(△) 

429,799 98,177 △2,668 525,308 △56,817 468,491 △121,848 346,643 

 

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無 
四半期決算説明会開催の有無    ： 有 

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無 

（参考） 

平成24年10月期 第３四半期決算短信〔日本基準〕(連結)
平成24年9月13日

上 場 会 社 名 株式会社京王ズホールディングス 上場取引所 東

コ ー ド 番 号 3731 URL http://www.keiozu.co.jp 

代  表 者 (役職名)代表取締役社長 (氏名)横江 実 
問合せ先責任者 (役職名)社長室室長 (氏名)石原 瑞樹 (TEL)022-722-0333 

四半期報告書提出予定日 平成24年9月13日 

(百万円未満切捨て)

１．平成24年10月期第３四半期の連結業績（平成23年11月1日～平成24年7月31日）

（１）連結経営成績(累計) 

(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

24年10月期第３四半期 10,363 2.9 328 1.6 299 27.0 246 △6.7 
23年10月期第３四半期 10,067 16.7 323 △9.7 235 △9.8 264 △0.2 

(注) 包括利益 24年10月期第３四半期 246百万円(△7.9％)   23年10月期第３四半期 267百万円(―％)

１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 

四半期純利益 
円 銭 円 銭 

24年10月期第３四半期 4,486 19 ―  
23年10月期第３四半期 4,810 15 4,797 97 

（２）連結財政状態 

総資産 純資産 自己資本比率 

百万円 百万円 ％ 

24年10月期第３四半期 5,374 2,342 43.5 
23年10月期 6,294 2,123 33.7 

(参考) 自己資本 24年10月期第３四半期 2,338百万円 23年10月期 2,119百万円

２．配当の状況

年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

23年10月期 ― 0 00 ― 500 00 500 00 

24年10月期 ― 0 00 ― 

 24年10月期(予想) 500 00 500 00 

３．平成24年10月期の連結業績予想（平成23年11月1日～平成24年10月31日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 14,000 1.6 500 8.4 455 66.6 435 94.3 7,914 70 



  

  

  

  

  

  

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決

算短信の開示時点において、四半期連結財務諸表に対する四半期レビュー手続は終了しております。 

  

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理

的であると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありま

せん。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる

条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「連結業績予想に関

する定性的情報」をご覧ください。 

  

※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無 

  (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) 

  新規   社 (社名)          、除外   社 (社名) 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 
 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無 

② ①以外の会計方針の変更 ： 無 

③ 会計上の見積りの変更 ： 無 

④ 修正再表示 ： 無 
 

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 24年10月期３Ｑ 56,146株 23年10月期 56,146株 

② 期末自己株式数 24年10月期３Ｑ 1,185株 23年10月期 1,185株 

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年10月期３Ｑ 54,961株 23年10月期３Ｑ 54,961株 
 

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響から徐々に抜け出しつつある

ものの、原発問題の長期化や円高の進行、国際経済への懸念など先行きは依然不透明な状況が続いてお

ります。 

そのような状況のなか、全社的な体制の強化及び積極的な営業活動を行った結果、当社グループの売

上高は10,363百万円（前年同期比2.9％増）、営業利益は328百万円（前年同期比1.6％増）、経常利益

は299百万円（前年同期比27.0％増）と着実に増加いたしました。四半期純利益につきましては、第１

四半期に行いました法人税率等の変更による繰延税金資産の取崩し78百万円があったものの、営業努力

等により、四半期純利益246百万円（前年同期比6.7％減）と当初予想水準まで回復することができまし

た。 

  

セグメント別の業績は以下のとおりです。 

① 移動体通信店舗事業 

  
移動体通信店舗事業におきましては、スマートフォンの拡販を中心にデータ通信端末等の販売に注力

し、積極的な営業活動を展開するとともに、被災地企業として新卒者22名を積極的に採用いたしまし

た。結果、売上高は9,811百万円（前年同期比2.3％増）、セグメント利益は429百万円（前年同期比

7.6％減）となりました。 

 なお、７月には福島県のモバイルキング ラパークいわき店を新規に出店し、宮城県のソフトバンク

柳生店を移転リニューアルしております。 

  
② テレマーケティング事業 

  

テレマーケティング事業におきましては、安定的な収益を確保しつつ、人員の拡大・育成を進めてお

り、売上高は376百万円（前年同期比56.8％増）、セグメント利益は98百万円（前年同期比122.7％増）

となっております。 

 また、被災地企業として新卒者を仙台のコールセンターで26名採用し、今後も積極的に採用を進めま

いります。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報

（連結経営成績サマリー）   （百万円未満切捨て） 

  平成23年10月期 
第３四半期 

平成24年10月期 
第３四半期 

増減額 増減率 

売上高 10,067百万円 10,363百万円 296百万円 2.9％ 

営業利益 323百万円 328百万円 5百万円 1.6％ 

経常利益 235百万円 299百万円 63百万円 27.0％ 

四半期純利益 264百万円 246百万円 △17百万円 △6.7％ 

１株当たり四半期純利益 4,810.15円 4,486.19円 △323.96円 △6.7％ 
 

・売上高 9,811百万円 （前年同期比2.3％増） 

・セグメント利益 429百万円 （前年同期比7.6％減） 
 

・売上高 376百万円 （前年同期比56.8％増） 

・セグメント利益 98百万円 （前年同期比122.7％増） 
 



  
③ 不動産賃貸事業 

  

不動産賃貸事業におきましては、震災の後、主要施設におきまして安全確認のために一部営業を見合

わせているため、売上高は11百万円（前年同期比78.8％減）、セグメント損失は２百万円（前年同期は

３百万円のセグメント利益）となっております。 

  

④ その他 

  

震災の影響もあり、通信回線サービス契約受付事業およびソーシャルアプリ事業につきましては営業

を休止しておりますが、医療・介護事業において介護予防通所介護施設を運営しております。その結

果、売上高は165百万円（前年同期比10.1％減）、セグメント損失56百万円（前年同期は90百万円のセ

グメント損失）となっておりますが、これは当初計画の範囲であります。 

 また、５月には宮城県において医療・介護事業における第４号施設のライフクオリティ長町を、９月

には第５号施設のライフクオリティ若林を開所いたしました。 

  

  
当第３四半期連結会計期間末における資産の状況は、前連結会計年度末と比較して、流動資産は797

百万円減少し2,022百万円、固定資産は122百万円減少し3,352百万円となりました。これは主に借入金

の返済に伴う現金及び預金459百万円の減少、売掛金326百万円の減少によるものであります。その結

果、総資産額は919百万円減少し、5,374百万円となりました。 

負債の状況は、流動負債は771百万円減少し2,274百万円、固定負債は366百万円減少し758百万円とな

りました。これは主に買掛金306百万円の減少並びに借入金及び社債の合計654百万円の減少によるもの

であります。その結果、負債総額は1,138百万円減少し、3,032百万円となりました。 

純資産の状況は、218百万円増加し2,342百万円となりました。これは配当金の支払27百万円及び四半

期純利益246百万円の計上によるものであります。 

  

連結業績予想につきましては、平成23年12月26日に公表いたしました通期連結業績予想を据え置いて

おります。業績予想の修正が必要な場合は速やかに開示いたします。 

・売上高 11百万円 （前年同期比78.8％減） 

・セグメント損失 △2百万円 （前年同期比 ― ） 
 

・売上高 165百万円 （前年同期比10.1％減） 

・セグメント損失 △56百万円 （前年同期比 ― ） 
 

（２）連結財政状態に関する定性的情報

  （百万円未満切捨て） 

  平成23年10月期末 
(平成23年10月31日) 

平成24年10月期 
第３四半期末 

(平成23年７月31日) 

増減額 

資産合計 6,294百万円 5,374百万円 △919百万円 

負債合計 4,170百万円 3,032百万円 △1,138百万円 

純資産合計 2,123百万円 2,342百万円 218百万円 

自己資本比率 33.7％ 43.5％ 9.8 point 

１株当たり純資産 38,564.74円 42,557.18円 3,992.44円 
 

（３）連結業績予想に関する定性的情報



  

該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用） 

第１四半期連結会計期間の期首以降に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上

の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上

の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月

４日）を適用しております。 

  
（法人税率の変更等による影響） 

「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための所得税法等の一部を改正する法律」

（平成23年法律第114号）及び「東日本大震災からの復興のための施策を実施するために必要な財源

の確保に関する特別措置法」（平成23年法律第117号）が、平成23年12月２日に公布され、平成24年

４月１日以降に開始する事業年度から法人税率の引下げ及び復興特別法人税の課税が行われることと

なりました。 

これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用される法定実効税率は、従来の40.63％

から平成24年11月１日に開始する事業年度から平成26年11月１日に開始する事業年度に解消が見込ま

れる一時差異については37.96％に、平成27年11月１日に開始する事業年度以降に解消が見込まれる

一時差異については35.59％となります。また、欠損金の繰越控除制度は平成24年４月１日以降に開

始する連結会計年度から繰越控除前の所得の金額の100分の80相当額が控除限度額となります。この

税率変更及び欠損金の繰越控除制度変更により、繰延税金資産の金額が78,825千円減少し、費用計上

された法人税等調整額の金額が78,825千円増加しております。 

  

該当事項はありません。 

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（４）追加情報

３．継続企業の前提に関する重要事象等の概要



  

 

４．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

        前連結会計年度 
(平成23年10月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成24年７月31日) 

資産の部     
  流動資産     
    現金及び預金 820,119 360,521
    売掛金 1,482,277 1,156,232
    商品及び製品 318,613 313,260
    その他 202,979 194,680

    貸倒引当金 △3,966 △2,511

    流動資産合計 2,820,023 2,022,182

  固定資産     
    有形固定資産     
      土地 617,803 617,803
      その他（純額） 356,677 378,613

      有形固定資産合計 974,480 996,417

    無形固定資産     
      のれん 1,718,874 1,632,930

      その他 43,496 34,589

      無形固定資産合計 1,762,370 1,667,520

    投資その他の資産     
      役員及び役員保有会社に対する金銭債権 643,818 －
      株主及び株主保有会社に対する金銭債権 － 640,520
      その他 634,974 562,890

      貸倒引当金 △541,379 △515,210

      投資その他の資産合計 737,414 688,199

    固定資産合計 3,474,265 3,352,137

  資産合計 6,294,289 5,374,320

            
 



(単位：千円)

      前連結会計年度 
(平成23年10月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成24年７月31日) 

負債の部     
  流動負債     
    買掛金 1,239,079 932,584
    短期借入金 280,000 136,000
    1年内返済予定の長期借入金 580,004 469,668
    1年内償還予定の社債 50,000 30,000
    未払法人税等 59,386 67,342
    賞与引当金 45,020 25,010
    役員賞与引当金 15,000 1,971
    災害損失引当金 16,500 16,500
    不正関連損失引当金 72,260 －

    その他 688,716 595,067

    流動負債合計 3,045,968 2,274,146

  固定負債     
    社債 125,000 45,000
    長期借入金 981,125 681,129
    その他 18,866 32,015

    固定負債合計 1,124,991 758,145

  負債合計 4,170,959 3,032,291

純資産の部     
  株主資本     
    資本金 1,199,086 1,199,086
    資本剰余金 822,760 822,760
    利益剰余金 108,248 327,333

    自己株式 △9,798 △9,798

    株主資本合計 2,120,296 2,339,381

  その他の包括利益累計額     

    その他有価証券評価差額金 △739 △396

    その他の包括利益累計額合計 △739 △396

  新株予約権 1,249 1,249

  少数株主持分 2,523 1,794

  純資産合計 2,123,329 2,342,029

負債純資産合計 6,294,289 5,374,320

          
 



  
（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書
第３四半期連結累計期間

(単位：千円)

    
前第３四半期連結累計期間 

(自 平成22年11月１日 
 至 平成23年７月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年11月１日 

 至 平成24年７月31日) 

売上高 10,067,439 10,363,527

売上原価 8,362,747 8,512,044

売上総利益 1,704,692 1,851,482

販売費及び一般管理費 1,380,908 1,522,547

営業利益 323,783 328,935

営業外収益     
  受取利息 1,891 534
  震災支援金 22,987 －
  貸倒引当金戻入額 － 27,622

  その他 2,751 10,599

  営業外収益合計 27,630 38,756

営業外費用     
  支払利息 40,066 31,670
  貸倒引当金繰入額 53,529 －

  その他 22,226 36,740

  営業外費用合計 115,822 68,411

経常利益 235,592 299,280

特別利益     
  不正関連損失引当金戻入額 － 24,353
  受取補償金 － 24,157

  その他 － 4,721

  特別利益合計 － 53,232

特別損失     
  固定資産除却損 1,092 9,235
  減損損失 － 1,727
  資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 15,420 －
  災害による損失 47,776 －
  不正関連損失引当金繰入額 105,961 －
  和解金 － 1,605

  その他 8,000 －

  特別損失合計 178,250 12,567

税金等調整前四半期純利益 57,342 339,945

法人税、住民税及び事業税 26,810 15,283

法人税等調整額 △237,112 78,825

法人税等合計 △210,302 94,109

少数株主損益調整前四半期純利益 267,644 245,836

少数株主利益又は少数株主損失（△） 3,274 △729

四半期純利益 264,370 246,565

        
 



  
四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間
(単位：千円)

    
前第３四半期連結累計期間 

(自 平成22年11月１日 
 至 平成23年７月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年11月１日 

 至 平成24年７月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 267,644 245,836

その他の包括利益     

  その他有価証券評価差額金 △383 343

  その他の包括利益合計 △383 343

四半期包括利益 267,261 246,179

（内訳）     
  親会社株主に係る四半期包括利益 263,986 246,909
  少数株主に係る四半期包括利益 3,274 △729
        
 



  

該当事項はありません。 

  

 １.前第３四半期連結累計期間（自 平成22年11月１日 至 平成23年７月31日）  

（単位：千円）

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、医療・介護事業、ソ

ーシャルアプリ事業及び通信回線サービス契約受付事業を含んでおります。 

２．セグメント利益又は損失(△)の調整額△98,405千円には、セグメント間取引消去△1,049千円、

各報告セグメントに配分していない全社費用△97,356千円が含まれております。全社費用は、主

に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  
 ２．当第３四半期連結累計期間（自 平成23年11月１日 至 平成24年７月31日） 

（単位：千円）

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、医療・介護事業を含

んでおります。 

２．セグメント利益又は損失(△)の調整額△139,556千円には、セグメント間取引消去△171千円、各

報告セグメントに配分していない全社費用△139,385千円が含まれております。全社費用は、主

に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

該当事項はありません。 

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報等

  

報告セグメント 
その他 
(注１) 

合計 
調整額 
(注２) 

四半期連結
損益計算書

計上額 
(注３) 

移動体通信
店舗事業 

テレマーケ 
ティング 

事業 

不動産賃貸
事業 

計 

売上高                 

外部顧客への 
売上高 

9,591,820 239,935 52,116 9,883,872 183,566 10,067,439 ― 10,067,439 

セグメント間 
の内部売上高 

― ― 1,049 1,049 ― 1,049 △1,049 ― 

計 9,591,820 239,935 53,165 9,884,921 183,566 10,068,488 △1,049 10,067,439 

セグメント利益
又は損失（△） 

465,553 44,085 3,137 512,776 △90,586 422,189 △98,405 323,783 
 

  

報告セグメント 
その他 
(注１) 

合計 
調整額 
(注)２ 

四半期連結
損益計算書

計上額 
(注)３ 

移動体通信
店舗事業 

テレマーケ
ティング 

事業 

不動産賃貸
事業 

計 

売上高                 

外部顧客へ
の売上高 

9,811,122 376,313 11,052 10,198,488 165,038 10,363,527 ― 10,363,527 

セグメント
間の内部売
上高 

― ― ― ― 171 171 △171 ― 

計 9,811,122 376,313 11,052 10,198,488 165,209 10,363,698 △171 10,363,527 

セグメント利
益 又 は 損 失
(△) 

429,799 98,177 △2,668 525,308 △56,817 468,491 △139,556 328,935 

 

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記




